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県史跡指定時の

桟

見学日 毎月土・日・祝日

個人所有

菅茶山（1748 ～ 1827）は，安那郡川北村で本陣役を勤めた本荘屋菅
波家（東本陣）に生まれました。18 歳で家督を継ぎますが，その仕事
を厭うようになり，学問を志して 19 歳で京都へ遊学し，古医法と朱子
学を学びます。帰郷後の 1775（安永４）年頃には，東本陣の東にあっ
た居宅の中に私塾を開き，1785（天明５）年頃には金粟園（きんぞくえ
ん）と呼ばれます。1790（寛政２）年頃になると塾生が増えたため，金
粟園の北東に学舎（現在の講堂）を建て，黄葉夕陽村舎（こうようせ
きようそんしゃ），別名閭塾（りょじゅく）を開塾します。さらに 1796
（寛政 8）年には，私塾の永続を願って福山藩の郷校に願い出て，塾の
安定を図ろうとします。これ以降，塾の名は廉塾，正式には神辺学問
所と呼ばれました。塾生は福山藩をはじめ，中国・四国・九州・近畿
・東北に及び，茶山の名を慕って門をくぐりました。塾では『四書五
経』を中心とした講釈が行なわれ，頼山陽や北条霞亭（ほうじょうか
てい）などの塾頭が補佐しました。江戸時代後期を代表する漢詩人，
儒学者として全国に名を馳せた茶山ですが，この特別史跡を特色づけ
るのは教育者としての茶山です。茶山の後，廉塾は親族の自牧斎・晋
賢に受け継がれて 1872（明治５）年に閉塾しますが，その間 3000 人
近くの塾生が学びました。江戸時代に盛行した私塾は全国に 1500 も
あったといわれますが，その中で最も良く旧観を維持しており，当時
の教育施設と歴代塾主の旧宅とともに茶山の息遣いを今に伝える貴重
な特別史跡です。

副葬

神辺歴史民俗資料館で展示されています。
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